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-れた一連の一付，qにけ、上の原子長弥の意味寸るものをよ〈品献している、kいうしるし位見ιれ奇いので晶る01骨骨ベき敵の指噂者の裁判宇佐静寸あと去によワて起きhた、熱狂した感情材、世界連舎の根本能弁を考ばする余地を、殆んど獲さ苛いもので直前る0・・・・L可一ワの些一細在とLE、寸をわも裁判があま旬-K強調されるととによワて、平和の同県の候件、に封寸る民衆の逗併は培進するとLE怪〈、事ろ却って混観させムれるであιぅ。Lとの主うに言われ先の也、長そ'的〈正Lいであらう。司.との恐怖すも光らした疑dt悲れ、無知Lt貧慾守克服L寸る惑を控昆するために、平和守望札口大衆か、貸そう止する隼い、わずかを思い手、殺到が使い果LてLまうと止は許されるべきで付をい。司.R情的安一認識の昔喪を用いた、、ほ援側の、報復的涯前説口調の主怯付、齢制育的止いうより付、事為担行的怪ものであったLbそら〈股院院の指噂者だけが、責任が払ったのでは畏い止いう可成性守、本裁判所は全然無視Lてけ暁'円安い。指事者の罪位、単に、hwそι〈妄尽に基いた、彼らの誤J併に寸ぎをかったかもしれをい。かよう奇妄想は、自巳中心のものにすぎ持かっ売かもしれ奇い。しかし、そのよ号事ハ自己中心の妄想で忠みとしても、かようを妄思付、到る止とろの人心に保〈染み込んだものであるLEいう事均質守・、罰過寸ると止はできをい。正に失の言繋の遇

政hりで忠る。

ト『.時が、熱狂去、偏見守やわらげた暁に付、ま先制性.が、宮儲からその智由を剥ぎLEった暁には、その去さとそ、正義の女騨はその秤を平衡に保もをがら過去の賞罰の多〈医、その所をJ比えるとξを要求寸るであらうOLBザ'島日
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